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ウシ血清アルブミン濃度がラット体外受精におよぽす影響

三宅正史事・細井 英彦事事・内海恭三榊

加藤征史郎*・入谷 明榊

(平成 2年 8月10日受理)

EFFECTS OF CONCENTRATIONS OF BOVINE SERUM ALBUMIN 
ON IN VITRO FERTILIZATION IN RATS 

Masashi MIY AKE， Yoshihiko HOSOI， Kyozou UTSUMI， 

Seishiro KA TO and Akira IRIT ANI 

Abstract 

Effects of crystallized (cBSA) and essentially fatty acid-free bovine serum albumin (-F A刷

BSA) on in vitro fertilization in rats were examined. The optimum concentrations of cBSA 

and -F A-BSA for in vitro fertilization in rats were 1.0・8.0and 1/2-2.0 mg/ml， respectively. 

The minimum concentration of BSA for sperm capacitation and penetration into zona pellu-

cida in vitro was 1/8 mg /ml in the both cases. In a medium with insufficient BSA， the rates 
of eggs penetrated， undergoing fertilization and with pronuclei were decreased， suggesting 
that sperm penetration and/or pronuclear formation was delayed. 

-F A-BSA was more effective than cBSA for sperm capacitation and fertilization in vitro 

in a medium containing BSA at a level of 1/8-2.0 mg/ml. However， more than 8.0 mg/ml 

of -F A-BSA showed a cytotoxic effect against spermatozoa， i.e. sperm motility was dramati-

cally decreased and no egg was penetrated by a spermatozoon. 

As BSA concentration was increased， pH value of a medium was decreased. It was less 

than 6.9 in a medium with 32.0 mg/ml of BSA. Adjustment of pH of a medium with 32.0 

mg/ml of BSA to 7.4-7.6 improved rates of penetrated and undergoing fertilization eggs in 

one of three lots of cBSA， but not in others. 
These results suggest that -F A-BSA has stronger ability of inducing sperm capacitation 

than cBSA in rats. 

緒雷

種々の動物の血清は、その透析性成分と血清アルブミ

ン分画の存在下において、不活化血清と同じように、ゴー

ルデンハムスターの精巣上体精子の受精能獲得を誘起で

きることが、 YANAGlli仏C回 (1970)24) によって明らかに

された。それ以来、晴乳動物の体外受精における血清ア

ルブミンの重要性が明らかになり、とくにウシ血清アル
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プミン (BSA)は多くの輔君し動物の体外受精に用いら

れるようになった。その後、 BSAは多くの晴乳動物精

子の受精能獲得やアクロゾーム反応の誘起に必要なこと

が示されている13，25)が、モルモット精子は血清アルブ

ミンを含まない単純な塩類溶液中でも、受精能獲得を起

こすことが明らかにされている1.2)。ゴールデンハムス

ターでは、脂肪酸の含有率がcBSAより低いBSAが、

cBSAより効果的にアクロゾーム反応を誘起でき

る10，11)。マウスでは、種々のアルブミンや結晶性BSA

(cBSA)の濃度が、体外受精におよほす影響について

検討されている7，16)。
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ラットにおいては、ウシ血清および卵白アルブミンの

体外受精への影響が明らかにされ3)、cBSAがラットの

体外受精に良好な結果をもたらすことが示されている。

さらにBSAの有無が、ラットの体外受精に大きな影響

を与えることも明らかになったね5)。しかし、ラットに

おいては、これらのアルブミンの濃度や純度がどのよう

に受精現象に影響するかについて、詳細な検討がなされ

ていない。

本研究は、一般にラットの体外受精に用いられる

cBSAの必要最低濃度ならびに適正濃度を明らかにす

るとともに、脂肪酸の含有率が低いBSAのラット体外

受精における効果について、 cBSAと比較検討すること

を目的として行った。

材料友ぴ方法

自然の明暗条件下で飼育された Wistar系の21-26日

齢の幼若雌ラットに、 23:00-00:30の聞に 10-15iuの

PMSGを注射し、その約48時間後に1O-15iuのhCGを注

射して過排卵誘起を行った。 hCG注射の14-16時間後に

動物を屠殺した。卵管を摘出し、プラスティツクシャー

レ内で、流動パラフインで覆われたスポット状の培養液

中にて前培養した精子懸濁液の横に、摘出した卵管を入

れた。金属針を用いて、卵管膨大部から頼粒膜細胞に包

まれた卵子を採取し、頼粒膜細胞一卵子塊を精子懸濁液

中に導入して授精した14.18)。

培養液は、ウシ血清アルブミンを含まない修正Krebs暢

Ringer's Bicarbonate18• 23) (以下mKRBと略記)を

基本として、これに 0，1/16， 1/8， 1/4， 1/2， 1.0， 2.0， 

4.0， 8.0， 16.0および32.0mg/mlの結晶性ウシ血清

アルブミン (Crystallizedand lyophilized bovine 

serum albumin， Sigma，以下cBSAと略記)、ある

いは低脂肪酸含有ウシ血清アルブミン (Essentially 

fatty acid-free bovine serum albumin， Sigma， 

以下-FA-BSAと略記)を加えた培養液内で精子の前培

養ならびに授精を行った。

6カ月齢を越える体重450g以上の同系の成熟雄ラッ

トの精巣上体尾部から採取した精巣上体精子塊を一滴、

流動パラフイン下のBSAを含まない培養液中に入れ、 15

-20分炭酸ガス培養器内 (37.C，5 %COz，空気 95%，

湿潤)に静置した。精子の自然拡散を待って、原精子液

を作成した。 O.4mlずつプラスティツクシャーレ内に入

れ、流動パラフインで覆った各濃度のBSAを含む培養

液に、上記の原精子液を5-10μ1ずつ添加し、これらの

精子浮遊液を5-5.5時間、炭酸ガス培養器内に静置して

前培養を行った。こうして作成された前培養後の精子浮

遊液に、 hCG注射の14-16時間後に卵管膨大部から、上

記のようにして採取された頼粒膜細胞に包まれた卵子塊

を加えて授精を行った。 5-6時間炭酸ガス培養器内で培

養後、卵子を取り出し、 2.5%Glutaraldehydeを含む

リン酸緩衝液 (pH7.4)で短時間回定後、リン酸緩衝10

%中性ホルマリン (pH7.4)によって8-20時間、後回

定した。固定した卵子は0.25%Aceto-lacmoidで染色

後、精子の侵入の有無と卵子に侵入した精子頭部の状態

を位相差顕微鏡下で観察した。授精時の精子濃度は18-50

x 10.sperm/mlであった14.18)。

cBSAの添加による培養液のpHの変化を調べるため

に、培養液と同じ濃度 (2.0mg/1)のフェノールレッド

を含むO.lM-リン酸緩衝液を用いて、 pH6.ふ8.0の範

囲において pH0.1間隔の基準液を作り、培養液の色

と比較することによって、精子の前培養終了時と培養終

了時に各培養液のpHを調べた。なお一部の実験におい

て、 32.0mg/mlのBSAを含む培養液の pHを 1N-

NaOHを用いて、 7.ι7.6に補正してから精子の前培養

ならびに受精実験に用いた。

結 果

種々の濃度のcBSA存在下における精子侵入卵率、受

精途上卵率ならびに卵細胞質内に侵入した精子頭部の状

態をTable1に示した。 cBSAの濃度が0.5-8.0mg/ml 

の範囲では、受精途上卵率は、いずれのBSA濃度下に

おいても90%を越える高い値が得られ、安定した結果で

あった。 cBSAの濃度がこの範囲を越えた場合は、その

増減にかかわらず、精子侵入卵率および受精途上卵率が

低下し、1/16mg/ml以下のcBSAしか含まない培養液

中ではまったく精子侵入卵が観察されなかった。1.0-

8.0mg/mlのcBSAを含む培養液中では、受精途上卵の

95事 100%の卵子において、卵細胞質内に侵入した精子頭

部が、前核形成期にまで達していた。1/2mg/mlの濃

度区ではいくぶん精子侵入卵率、受精途上卵率の低下が

みられるものの、なお受精途上卵の80%が前核形成期に

達していた。これに対し、 cBSA濃度が16mg/ml以上

ならびに1/4mg/ml以下の区においては、受精途上卵

率が低いだけでなく、前核形成卵の害~合も低下した。とくに、

1/4および1/8mg/mlの低濃度のcBSAを含む区におい

ては、受精途上卵率が約40%に低下しているだけでなく、

これらの受精途上卵の90%以上が、受精後5-6時間に至っ

ても膨化精子頭部を有しており、精子侵入あるいは前核

形成の遅れが示唆された。
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Table 1. Effect of concentration of crystallized bovine serum albumin 

(cBSA) on in vitro fertilizaton of rat eggs. 

BSA Number (%) of eggs 

concent-

ration Exam欄 Penet- Undergoing fertilization 

(mg/mO ined rated 

Total With With 

enlarged pro-

sperm head nucleus 

32.0 50 6 ( 12) 4 ( 8) 3 (75) 1 ( 25) 

16.0 52 14 ( 27) 14 ( 27) 7 (50) 7 ( 50) 

8.0 49 48 ( 98) 48 ( 98) 1 ( 2) 47 ( 98) 

4.0 83 83 (100) 83 (1∞) o ( 0) 83 (100) 

2.0 46 39 ( 85) 39 ( 85) 2 ( 5) 37 ( 95) 

1.0 75 65 ( 87) 65 ( 87) 2 ( 3) 63 ( 97) 

1/2 61 57 ( 93) 55 ( 90) 11 (20) 44 ( 80) 

1/4 59 24 ( 41) 24 ( 41) 23 (96) 1 ( 4) 

1/8 41 16 ( 39) 16 ( 39) 15 (94) 1 ( 6) 

1/16 38 o ( 0) 。 41 o ( 0) 

Table 2. Effect of concentration of essentially fatty acid-free bovine serum 

albumin (-F A-BSA) on in vitro fertilizaton of rat eggs. 

BSA Number (%) of eggs 

concent-

ration Exam- Penet- Undergoing fertilization 

(mg/mO ined rated 

Total With With 

enlarged pro-

sperm head nucleus 

8.0 14 1 ( 7) o ( 0) 
4.0 45 14 ( 31) 13 ( 29) 5 (38) 8 ( 62) 

2.0 18 18 (100) 18 (100) o ( 0) 18 (100) 

1.0 36 36 (100) 36 (100) o ( 0) 36 (100) 

1/2 49 49 (100) 49 (100) o ( 0) 49 (100) 

1/4 50 41 ( 82) 41 ( 82) 22 (54) 19 ( 46) 

1/8 24 23 ( 96) 23 ( 96) 18 (78) 5 ( 22) 

1/16 37 o ( 0) o ( 0) 
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-FA-BSAについて同様の実験を行った結果をTable

2に示す。 -FA-BSAの濃度が1/4-2.0mg/mlの培養液

中では、 80%を越える高い受精途上卵率が得られ、 -FA-

BSAはcBSAよりも低い濃度においても、ラットの体外

受精に効果的であった。しかし1/4および1/8mg/mlの

区においては、 cBSAと同様に膨化精子頭部を保有する

卵子の割合が50%を越え、精子侵入または前核形成に遅

れが認められた。一方、 4.0mg/mlを越える比較的高

い濃度のーFA・BSAの存在下では、 cBSAに比べ、著し

く受精途上卵率が低下し、 8.0mg/ml以上の・FA-BSA

を含む培養液中では、まったく受精途上卵が得られなかっ

た。 BSA無添加区では、精子の運動性の低下が著しかっ

た。

多精子受精卵はcBSA、-FA-BSAともに受精途上卵

率が高いBSA濃度区において、高かった (Fig.1)。一

方1/4mg/ml以下の低濃度BSAを含む培養液中では、

いずれのBSAを用いた場合においても、 Plate1に示す

ような、卵子側の染色体が分散する異常卵が多く観察さ

れた (Fig.2)。このような異常卵は、1/2mg/ml以上

のBSAを含む培養液中で得られた受精卵には、ほとん

ど観察されなかった。

BSAの添加により、 BSA濃度の増加にともなったpH

の低下が認められたので、 cBSA添加によるpHの変化

についてTable3に示した。高濃度のBSA添加により、

pHがかなり低下することから、受精率の低下の原因と

して、 pHの低下による可能性が考えられたので、 1N・

NaOHでpHを7.4-7.6に補正した培養液内で精子を前培

養し、その後卵子を加えて授精を行った O その結果、

Table 4に示したように、 -FA-BSAでは受精率の改善

が認められなかったが、 cBSAではLotNo.によって、

受精率が著しく改善された。

100 
% 

。c-BSA

• -FA-BSA 

〉、

目
白

色50
m 
』、

..-1 
0 
p.. 

。
1/8 1/4 1/2 2 4 8 16 32 

BSA Concentration (mg/ml) 

Fig. 1 . lncidence of polyspermic fertilization in 
vitro in a medium with various concent-

ration of bovine serum albumin. 

nv 
RJW 

ロO
J引
け

相

伺

N
J明
H
J門
川

H
L
H
ω

』

。c-BSA

• -FA-BSA 

O
 

」
【
伺
信
制

oasd『

1/8 1/4 1/2 2 4 8 
BSA Concentration (mg/ml) 

Fig. 2. Relationship between bovine serum 

albumin concentration and the occur-

rence of abnormal fertilization in vitro. 

Table 3. ph Values of modified Krebs-

Ringer's bicarbonate solution 

containing various concentrations 

of crystallized bovine serum 

albumin 

BSA pH Values 

concent-

ratlOn At After 

(mg/ml) insemination incubation 

32.0 <6.9 <6.9 

16.0 6.9-7.0 6.9-7.0 

8.0 7.1-7.3 7.1-7.3 

4.0 7.3-7.5 7.4-7.5 

2.0 7.4-7.6 7.4幽7.6

1.0 7.4-7.6 7.4-7.6 

1/2 7.5-7.7 7.5司 7.7

1/4 7.5-7.7 7.5-7.7 

1/8 7.5-7.7 7.6-7.7 

1/16 7.5-7.8 7.6-7.8 。 7.5-7.8 7.7-7.9 
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Table 4. In vitro fertilization of rat eggs in a medium including 32.0 mg/ml 

of bovine serum albumins after adjustment of pH to 7.4-7.6. 

Lot Adjust- Number (%) of eggs 

No.of ロlent

BSA of pH Exam- Penet- Undergoing fertilization 

ined rated 

Total with with 

enlarged pro帽

sperm head nucleus 

cBSA 

l + 32 30 ( 94) 30 ( 94) o ( 0) 30 (100) 

32 8 ( 25) 8 ( 25) 2 ( 25) 6 ( 75) 

l + 25 25 (100) 25 (100) o ( 0) 25(1∞) 

23 4 ( 17) 4 ( 17) 4 (100) o ( 0) 

2 + 59 o ( 0) 
24 3 ( 13) 1 ( 4) 1(1∞) o ( 0) 

3 + 28 o ( 0) 
29 8 ( 28) 8 ( 28) 3 ( 38) 5 ( 62) 

剛 FA-BSA

+ 29 o ( 0) 
26 o ( 0) 

cBSA : Crystallized and lyophilized bovine serum albumin (Sigma， No. A・4378). 

-F A-BSA : Essentially fatty acid-free bovine serum alubumin (Sigma， N o. 

A-75日)• 

考察

本実験に使用したBSAのラット体外受精に適する漉

度は、受精途上卵率、および侵入精子頭部の雄性前核へ

の発育の割合から推察すると、 cBSAでは1.仏8.0mg/

ml、-FA・ BSAでは1/2-2.0mg/mlであったO ゴール

デンハムスターでは、 BSAに含まれる脂肪酸がBSAの

アクロゾーム反応誘起能力を低下させるため、脂肪酸含

有率の低い-FA-BSAがより効果的にアクロゾーム反応

を誘起することが報告されている10，11， 13)。ゴールデン

ハムスターと異なり、ラットでは4.0mg/mlを越えて

-FA帽 BSAが存在すると、体外受精に適さないことが明

らかになった。さらに8.0mg/mlを越えて-FA-BSAが

存在する場合には、むしろラット精子の運動性が臨害さ

れ、精子に対する細胞毒性作用が示唆された。この原因

は明らかではないが、(1)ハムスターとラットではBSA

のあるいは脂肪酸の精子に対する作用機序、あるいは膜

の性質が異なる。 (2)Luiら10，11) はアクロゾーム反応の

誘起性によってBSAの精子に対する効果を検討してい

るが、本実験では体外受精における受精率でその効果を

検討している、などが両者の差の原因と考えられる。ま

た、市販されているBSAのLot間差が大きいことが、ウ

サギ距の培養によって確かめられており 8)、ここで使用

したcBSAについても、 LotによりpH補正後の受精の結
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Plate 1. In vitro fertilized eggs fixed 5.5 h after insemination. X600. 

1. A normal egg with male and female pronuclei. 

It was inseminated with preincubated spermatozoa in mKRB including 

4.0 mg/ml of crystallized bovine serum albumin. 

2 . An egg with dispersed chromosomes (arrows). 

It was inseminated with preincubated spermatozoa in mKRB including 

1/4 mg/ml of crystallized bovine serum albumin. 

ES: enlarged sperm head， FP: female pronucleus， 

MP: male pronucleus， SPB: second polar body， ST : sperm tail in 

vitellus 

果が著しく異なっている (Table3)。したがって、本

実験に用いた-FA-BSAのLotに問題があったことも否

定はできない。しかし本実験に用いた-FA品 SAは、

1/8~2.0 mg/mlの低濃度において受精能獲得の促進

効果を示している。

本実験では、いずれのBSAにおいても1/16mg/ml 

以下の濃度では全く卵子への精子侵入が認められず、ラッ

ト精子が体外において卵子に侵入するには、少なくとも

1/8 mg/ml以上のBSAが必要であることが明らかとなっ

た (Table1，2)。また、 BSAを含まない培養液中では、

まったく精子侵入卵が認められなかったが、宮本ら 15)

の報告では、わずかながら受精途上卵が得られている。

彼らの実験系では、精子の受精能獲得の段階から卵子と

ともに、頼粒細胞膜やそれに伴った排卵産物および卵管

液が導入されていることに加え、原精子液に4.0mg/ml

のBSAが含まれており、それが原精子液を希釈すると

きに受精の場に導入されていることが原因と考えられる。

マウスではふ50mg/mlのcBSAを含む培養液中におい

て、精子侵入卵、受精途上卵が得られているが、 cBSA

を含まない場合は、非常に受精成績が悪いれ 16)0 Hoppe 

and Whi tten 7) によると、マウスでは、 3.0-30.0mg 

/mlのcBSAの濃度において安定した受精成績が得られ、

この濃度が最適濃度と考えられている O ラットおいては、

16.0 mg/mlを越えるBSAを含む培養液では、
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cBSAを用いた場合においても、受精率が明らかに低下

し (Table1)、この点においてマウスと明確に異なっ

ている。 FRASERand DRURY 6) は、マウスにおいて、

高精子漉度の条件下でも体外で安定した受精率を得るに

は、 32.0mg/ml程度のcBSAの存荘が必要であると述

べている。しかし、高濃度のBSAを加えると、 Table

3 に示されるように、培養液のpHが著しく低下し、

cBSAの濃度が16.0mg/mlを越えると、 pH7.0以下に

まで低下する。マウス、ゴールデンハムスターやラット

では、アクロゾーム反応の誘起や体外受精には、 pH7.2

以上が最適とされている12.17)ことから、 FRASERらの推

察6)との聞に矛盾がある。

このように、 16.0mg/mlを越えるBSAを含む培養

液中においてラット精子を前培養した場合に、体外受精

率が低下する原国として、 pHの著しい低下が原因のー

っと考えられたので、 32.0mg/mlのcBSAおよび-FA-

BSAを含む培養液のpHを、 7.4-7.6にまで1N小JaOHを

用いて補正した後、同様の実験を行った。その結果、

cBSAでは、 Lot間差が大きく、 LotによってはpH調整

後に沈殿を生じ、まったく体外受精に使用できないもの

もあった。しかし、一部のLotでは著しく受精率が向上

したことから、少なくともcBSAにおいては、実験に用

いる培養液の、 BSA添加によるpHの低下が、体外受精

率低下の原因のーっと考えられる (Table3， 4)。網FA-

BSAでは一つのLotを検討したにすぎないが、 pHの補

正後もまったく受精率の向上が見られず、この実験に用

いた-FA-BSAが高雄度で培養液中に存在すること自体

に問題があると考えられる o BSAがラット精子の体外

での受精能獲得誘起や、受精に効率良く機能するには、

cBSAでは1/2mg/ml (約7.6mM)、-FA鴫 BSAでは

1.0 mg/ml (約3.8mM)以上存在することが必要で

あり、その濃度がcBSAでは16.0mg/ml、幅FA-BSA

では4.0mg/mlを越えると、受精に悪影響が生じる。

ゴールヂンハムスターにおいてはBSAがアクロゾーム

反応誘起に直接作用することが明らかにされており 11)、

BSAに含まれる脂肪酸が、その効果を迎える10，11)。こ

のようにBSAが、精子膜の脂肪酸やコレステロールに

作用し、膜の不安定化、あるいは流動性の増加に寄与す

ると考えられている 13，25)。本実験では、 -FA-BSAが

4.0 mg/ml以上培養液に含まれる場合、ラット体外受

精には適さない結果が得られ、ゴールデンハムスターの

結果が、他の動物種に必ずしも適用きれないことが示唆

された。マウスにおいては、幅FA-BSAは、 15mg/mlの濃

度では FractionVのBSAと同じ程度の受精率が得られ

る。しかし、 Luiら11)がゴールデンハムスター精子の

アクロゾーム反応の誘起率を著しく改普できるとした脂

肪酸含有率のさらに低い-FA-BSAは、マウス精子の透

明帯除去卵子との受精能を誘起できるが、透明帯通過能

は誘起できない20) ことが知られている。すなわちマウ

スでは田FA刷 BSAによって、過度のアクロゾーム反応が

誘起きれ、受精率の改普につながらない。本実験では透

明帯除去卵子への精子侵入能について検討していないの

で、ラットにおいてもマウスと同じように、嶋FA欄 BSA

によって過度のアクロゾーム反応が誘起きれ、精子の透

明帯通過能をすでに失っている可能性か充分考えられる。

ラットでは、コレステロールの添加により、 BSAの

精子の受精能誘超能力が、著しく減少することが知られ

ている3，4)。したがって、ゴールヂンハムスター10) や

マウス19.21. 22) において、脂肪酸添加により、受精や

アクロゾーム反応が抑制されるのと同じように、ラット

においても、脂肪酸あるいはコレステロールが精子膜の

流動性に影響する25) ものと考えられるが、さらに詳し

い検討を必要とする。 LANGLAぉ andROBERTS (1985) 9) 

によると、 BSAあるいは血清アルブミンを含む子宮液

や卵管液などの存在下において、膜結合性のコレステロー

ルが高率に細胞膜から搬出される。また、精子の受精能

獲得には、 BSAが直接精子の膜と接触する必要がある

ことから、 BSAは精子の膜から直接コレステロールを

除去すると考えられている5)o. 1/8~2.0 mg/mlの低い

濃度では、 -FA-BSAの方が cBSAよりラット精子の受

精能獲得を誘起する作用が高いことが、本実験の結果か

ら推察される (Table1， 2)。これらのことから、 -FA-

BSAの精子細胞膜からコレステロールや脂肪酸を除く

作用が、 cBSAより強いことが示唆される。 4.0mg/ml 

以上の-FA-BSAが存在することにより、ラット精子膜

からコレステロールが過度に除去され、膜のインテグリ

ティーの維持に障害を来すと仮定すると、高j農度の-FA欄

BSA存在下では精子の運動性の低下が早まり、 -FA-

BSAが細胞毒性に類似した作用を示すことも説明でき

る。

本実験において、 BSA含量が1/4mg/ml以下の培養

液中では、いずれのBSAにおいても高率に膨化精子頭

部を保有する卵子が観察され、 BSAの濃度の低下によっ

て、受精能獲得率が低下するとともに、受精能獲得誘起

に要する時間がより長くなることが示唆された (Table

1， 2)。また、低いBSA漉度下において顕著であった

雌性核の異常 (Plate1)の原因は明らかではないが、

BSA濃度が1/2mg/ml以上の区においては、このよう
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な異常がほとんど観察されない (Fig.2) ことから、 BSA

濃度の低下がこの異常の原因と考えられた。

要 約

結晶性ウシ血清アルブミン (cBSA) と低脂肪酸含有

ウシ血清アルブミン (-FA嶋 BSA) の濃度が、ラットの

体外受精に及ぼす影響について検討した。 cBSAならび

に-FA-BSAのラット体外受精における最適濃度は、そ

れぞれ1.0~8.0 mg/ml、 1/2~2.0 mg/mlであった。

精子の囲卵腔への侵入には、前培養ならびに受精の場に

少なくとも1/8mg/mlのBSAを必要とした。最適濃度

より低いBSA濃度下では、受精途上卵準の低下ととも

に、受精後5-6時間に卵子を固定した場合、膨化精子頭

部を保有する卵子の割合が増加し、精子侵入あるいは前

核形成に遅れが認められた。 BSA濃度が1/8~2.0

mg/mlの範囲では、精子侵入卵率ならびに前核形成卵

率は、 -FA-BSAの方が高かったが、 4.0mg/ml以上の

濃度ではcBSAの方が受精成績が良かった。 cBSAでは

32.0 mg/mlの濃度においても、受精卵が得られたが、

8.0 mg/ml以上の-FA-BSAが培養液中に存在すると、

培養中に精子運動性の低下が観察され、まったく受精卵

が得られなかった。

BSAの濃度が16.0mg/mlを越えると、培養液のpH

が7.0以下に低下し、受精率低下の一因であることが考

えられたので、 pH を 7 .4~7.6 に補正した上で実験に供

したところ、 cBSAではLotによって著しく受精率が改善

されたが、 -FA-BSAではやはり受精卵が得られなかった。

以上の結果から、 -FA-BSAの方がcBSAよりラット精

子の受精能獲得誘起作用が強いことが示唆された。
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